












大きな影響はないということが分かっている（Fathman & Whalley, 1990; Ferris & Roberts, 2001; Lee,
1997; Robb, Ross, & Shortreed, 1986）。逆に、個々のエラーに明示的に言及しないフィードバック（例．
ドラフトの各行に含まれるエラーの数や種類を提示する）は比較的効果がないと報告されている





ては比較的正しい修正を導きやすいという結果を示している（Fathman & Whalley, 1990; Ferris &
Roberts, 2001; Itagaki & MacManus 1998; 隅田, 2005;  伊達, 2003 など）。このような結果を踏まえ、エラ
ー・フィードバックとして有効だとされる間接フィードバックでも対処できないエラーについては、































 種　別 コード 詳　細 




   との一致の誤りを含む。 
 冠詞など Art 冠詞あるいは他の限定詞に関する誤り，脱落，不要なものの挿入。 
 語　　法 WW 語彙選択，語形などの語法上の誤り。前置詞，代名詞の誤りを含む。 
 
文 構 造 SS
 文・節に関する誤り。語順，文構造に必要な語句の脱落，不要語句の挿入， 




























 エラー種 属　　性 コード課題 下線課題 合　　計 
 WW 形容詞・副詞の知識 69.2 54.1 61.8  
  形容詞・副詞の知識 61.5 54.1 57.9  
  前置詞の知識 62.2 59.0 60.5  
  副詞の概念 46.2 54.1 50.0  
  分詞の区別 24.3 28.2 26.3  
  分詞の区別 10.8 28.2 19.7  
  分詞の区別 17.9 18.9 18.4  
  比較表現 8.1 5.1 6.6  
 SS 動詞の欠落 74.0 78.0 76.3  
  動詞の重複 69.2 73.0 71.1  
  関係詞節の型 35.1 38.5 36.8  
  関係詞節の型 27.0 30.8 28.9  
  受動態・能動態の区別 23.1 45.9 34.2  
  主語・述語 28.2 37.8 32.9  
  節と句の区別 35.1 15.4 25.0  
































　I can live happy at… 
　　　　　　幸せに 
フィードバック例２：「分詞の区別」 
　I feel very shocking.   
　　　　　　　shock = ショックを与える 
エラー例１：   



































「動詞の欠落」    ：Then the animal away at once.   
「関係詞節の型」 ：…, but the woman took my seat that my friend took the seat  
　　　　　　　　　desperately for me.
フィードバック例３：「主語・述語の認識」 























 エラー種 属　　性 コードFB 下線FB 
 WW 形容詞・副詞の知識 7.7 21.6  
  形容詞・副詞の知識 7.7 24.3  
  前置詞の知識 5.4 2.6  
  副詞の概念 20.5 32.4  
  分詞の区別 8.1 10.3  
  分詞の区別 2.7 10.3  
  分詞の区別 2.6 0 
  比較表現 32.4 41.0  
 SS 動詞の欠落 2.6 13.5  
  動詞の重複 10.3 10.8  
  関係詞節の型 16.2 33.3  
  関係詞節の型 13.5 20.5  
  受動態・能動態の区別 2.6 16.2  
  主語・述語の認識 28.2 29.7  
  節と句の区別 35.1 33.3  
  節と句の区別 21.6 15.4 
FB: フィードバック 
エラー例４：「関係詞節の型」 
エラー：I'm angry that I met five middle-aged women at Niigata Station.  
　誤答例：　１） that I met five middle-aged 　　　　  （NE） 























  コードFB 下線FB 
   総 V NE Art WW SS ?? 総 V NE Art WW SS ?? 
 動詞の欠落 9 0 0 0 0 9 0 3 0 0 0 0 3 0 
 動詞の重複 8 0 0 0 0 8 0 6 0 0 0 0 6 0 
 関係詞の型 17 0 0 1 3 12 1 11 0 0 0 5 5 1 
 関係詞の型 21 2 0 0 7 9 3 21 2 2 2 3 12 0 
 受動態・能動態の区別 28 12 0 0 5 10 1 14 5 0 1 1 7 0 
 主語・述語 18 0 1 0 3 14 0 11 1 1 0 2 7 0 
 節と句の区別 11 0 0 0 2 8 1 21 0 3 0 10 8 0 
 節と句の区別 21 2 0 0 0 19 0 29 16 0 3 1 8 1
フィードバック例４：「関係詞の型」 
　but the woman took my seat that my friend took the seat desperately for me. 
　　　　　　　　　　　　　友人が取った　／（私の） 席 
        
フィードバック例５：「受動態･能動態の区別」 




　I couldn't believe that the women's terrible act. 













が有効であるとする研究（Bitchener, Young, & Cameron, 2005）などを考慮すれば、エラーの性質に合
わせたさらに有効なフィードバック方法が模索できるはずである。
Ferris（2003: 150）は次のように個々の生徒に対するフィードバックの必要性を述べている。
There is considerable variation across individual student writers as to the types of errors they
make and their ability to edit various types of errors..., and therefore diagnostic error analysis and
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